
 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

園医健診予定 

１０月は全園児が対象です 

１０月３０日（水）１４時～ 

  

  

 

  

                                             

                          

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１０月のけんこうだより 
令和６年10月1日 

なかのしまのぞみ保育園 

   

朝晩は涼しくなりましたが、日中は夏のようにまだまだ暑い日もあります。乳児クラスはまだ体温調節が苦手なため、脱ぎ着 

しやすい上着などで調整し、半袖と長袖を上手に使い分けしていきましょう。 

9月の感染症情報をお伝えします。手足口病が36名でした。今年は全国的に手足口病が流行しています。２度罹患したり、 

兄弟や保護者の方の感染も報告されています。またウイルスの型が異なる為、今年2回目の感染のお子様も多くいました。 

そして現在、他県や近隣ではマイコプラズマ肺炎の患者数が急増しているそうです。 

引き続き体調管理には注意して下さい。                            

 

 

 

 

 

 

 
 

最初はかぜと似た症状が現れ、１～２日遅れて咳が出始め、１ヵ月くらいしつこく続くのが特徴で

す。特に早朝や就寝前に、ひどく咳込む傾向があります。咳が長引き、なかなか改善されない場合

は治療薬があるので受診をしましょう。潜伏期間（14日～21日）が長く、感染源の特定は困難です

が、熱やアルコールに弱いので、消毒薬を使用することで予防ができます。咳で感染が広がるため、

手洗い・うがいなどもこまめに行いましょう。また、かぜやインフルエンザと同様、免疫力が弱っ

ている時にかかりやすいので、栄養や睡眠をしっかりととり、規則正しい生活を心がけましょう。 

マイコプラズマ肺炎とは 

～幼児対象の健康教育～ 

9月のテーマは「怪我について」でした。 

怪我について聞いてみたところ一番多かったのは「擦りむいた」でした。 

実際、園内でも転倒してしまった結果子どもたちに多い怪我です。 

そして怪我をした場所が言えるように体の部位の確認をしました。意外にもかかとやつま先を知っている子がい

てびっくりでした。怪我についてのクイズは玄関前のモニター下に掲示してあるので、登校時や降園時お子様と

一緒にやってみてください      

 

秋は薄着の服装で 

９月も後半になると肌寒く感じる朝が増え、ついつい子ど

もに厚着をさせたくなります。しかし、本格的な寒さを迎

える前のこの時期に薄着の習慣を付けておけば、かぜを引

きにくい体になります。外気を肌で直接感じることで自律

神経が整い、病気への抵抗力が高まるからです。“大人より

１枚少なめ”を目安に、薄手の衣服を重ねるなどして、じ

ょうずな体温調節を行いましょう。 



 

 

 

 

                          

                          

                          

                          

 

 

 

 

 コロナ渦で非接触性の体温計が手軽に検温で

きるため主流となりましたがデメリットとして

正確な体温ではない為、誤差が生じ体調の変化を

見逃しやすいことがあります。 

園では電子体温計を使用してわきで測定し、最初

は予測、高い場合には実測（より正確な温度）で

計測をし体調不良の際には実測値を基にご連絡

をしています。 

ご自宅でも非接触体温計しかない場合は、より正

確な電子体温計の購入をお勧めします。 

普段の様子がいつもと違う場合は非接触ではな

く脇で測る電子体温計を使用しましょう。 


